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1 近衛篤麿「同人種同盟、附支那問題研究の必要」（近衛篤麿日記刊行会編『近衛篤麿日記』〔別


































                                                        
2 安藤彦太郎『中国語と近代日本』（岩波新書、1988、52頁）。 





























表 1 中国文学研究会について 
 



















機関誌 ●『中国文学月報』：第 1号（1935.3.5）～第 59号（1940.2.1） 
●『中国文学』：第 60号（1940.4.1）～第 92号（1943.3.1） 
●〔復刊後〕『中国文学』：第 93号（1946.3.1）～第 105号（1948.5.1） 
 

























                                                        










と考えられる。ゆえに本研究は、1934 年から 1943 年までの時期に注目し、竹内好の動向と
出版状態の変化に従って、戦前期における中文研の活動期間を以下のように三期に分ける。 
 
表 2 本研究における中文研の活動期間の区分 
 
期間 時間区分 機関誌 
第一期：草創―発展期 1934.3－1937.10 第 1号－第 32号 
『中国文学月報』 
第二期：模索―転換期 1937.11－1940.3 第 33号－第 59号 







態は 1937 年まで続き、同年 10 月には、竹内好だけではなく、武田泰淳も応召して中国に
渡った。岡崎俊夫もまた、一年前の 1936 年に朝日新聞に入社し、名古屋に転居した。この












































































































 また、根岸氏は 1930 年代半ばの『中央公論』を対象とし、誌上に掲載された中国に関す












































































































































































































































                                                        


































                                                        
文化の交流と摩擦』、東京大学出版社、1984）を参照されたい。 


















 1937 年 7 月、組閣の一か月後に盧溝橋事変が勃発し、矢部貞治によると、近衛は 7 月 23
日の特別議会において、「事変の不拡大とか局地解決とかいうことは、（略）誠心誠意そう考
えている」34と述べ、中国との提携を強調した。しかし、その後戦局が拡大の一途を辿り、




















                                                        
32 広田弘毅「日本外交の基礎」（『中央公論』、第 49巻第 1号、1934）。 
33 1937年 6月から 1939年 1月まで第一次内閣、1940年 7月から 1941年 7月まで第二次内
閣、1941年 7月から同年 10 月までは第三次内閣を組織した。 







































































 興亜院は、1938 年 12 月から 1942 年 11 月まで政府官庁として存在し、その活動は主に
                                                        









































                                                        
48 本庄比佐子、内山雅生、久保亨編『興亜院と戦時中国調査』（岩波書店、2002、5頁）。 
49 「興亜院調査報告所在目録」は前掲書『興亜院と戦時中国調査』に収録されている。 
50 松重充浩「興亜院の設立と在『満州』日本人社会」、前掲書『興亜院と戦時中国調査』、56 頁。 
51 帝国大学は大学院および分科大学によって構成されている。また分科大学は、法科大学、医科
大学、工科大学、文科大学、理科大学と分けられていた。 

































                                                        
53 牧野謙次朗『日本漢学史』（世界堂書店、1938、271頁―272頁）。 





















































































































                                                        
67 王成『阿部知二が描いた“北京”』（国際日本文化研究センター、2004、21 頁）。 




































                                                        
69 竹内好「転向と抵抗の時代」（『全集』⑦、211頁―212 頁）。初出：1955年 2月 28 日発行『日
本プロレタリア文学大系』第八巻「転向と抵抗の時代」（三一書房刊）の「解説」として発表。 



































                                                        




































                                                        
74 竹内好・高橋和巳「文学 反抗 革命」（竹内好『状況的：竹内好対談集』、合同出版、1970、



































  三月一日（1934 年） 
  横地、佐山、武田、岡崎氏来訪、中国文学研究会の第一回準備総会を開く。会名は中国



























  私は一九三四年から、仲間たちと中国文学研究会をはじめた。私の念頭にはいつも、一          
九三二年の秋に植えつけられた『三民主義』の強い印象がまつわりついていた。そこに























































































 1934 年 7 月 15 日、周作人は妻との帰省で東京に到着し、その後日華学会、外務省をはじ
め、さまざまな文人およびメディア関係の人物に会った。89と同時に、竹内好は外務省の人


































内好全集』⑬、初出：『野草』第 6 号、中国文芸研究会、1972.1） 
91 「中国文学研究会結成のころ」（前掲書、67 頁―68頁）。 
92 「日支親善は文学から――魯迅氏の弟中心に歓迎会」（『読売新聞』、1934.8.2）具体的な内容
は下記の通りである。 






























年 3 月から 1943 年 3 月までのあいだ、検閲制度や同人の移動などの種々の困難の中で、本











                                                        
93 柳沢健「周・徐両先生を迎へて」（『支那』第 25巻第 9号、東亜同文会編、1934.9） 
94 竹内好・高橋和巳「文学 反抗 革命」、前掲書、32 頁。 
33 
  
表 3 『中国文学月報』と『中国文学』の書誌情報95 
 
『中国文学月報』創刊号 『中国文学』第 60 号 
 
 定価一部 10 銭。 
 編輯発行兼印刷人：東京市芝区白金今里
町 89 竹内好。 
 印刷所：東京市神田区神保町 1－34 株式
会社開明堂。 
 発行所：東京市芝区白金今里町 89 中国文
学研究会。 
 印刷部数 1000 部（第二号以降 500 部、
途中 800 部のこともあった）。 
 菊判アンカットで、9 ポ 14 字 24 行 4 段






 定価一部 25 銭、年 3 円。 
 編輯発行兼印刷人：東京市目黒区上目黒
5－2468 竹内好。 
 印刷所：東京市神田区神保町 1－34 株式
会社開明堂。 
 発行所：東京市目黒区上目黒 5－2468 中
国文学研究会。 
 発売所：東京市神田区鍛冶町 3－6 生活
社。 
 菊判アンカット。表紙（色刷）つき、48
頁。本文は 9 ポ 27 字 21 行 2 段組、およ
び 6 号 20 字 27 行 3 段組、「後記」は 6 号
15 字 27 行 4 段組。「文化消息」欄は下段






                                                        










































                                                        






F 現地体験 紀行文、戦地報告 
G 文学創作 同人の書いた短編小説など 
H 日中関係と日中交流事情 中国に関連する日本の人物、政策、諸事情など 
I 諸国と中国との接点 日本以外の諸国における中国理解と中国研究 
J 中文研関連 中文研および機関誌に関する文章 
K 文化消息・会報・コラム 中国文壇の文壇ニュースなど 
 
 そして、筆者は表 4 に提示された各内容を A～K に分類し、誌面に掲載された A～J に関
する文章を中心に、数量的な統計を行った。97その結果は、表 5 のとおりである。 
 
表 5 『中国文学月報』・『中国文学』の誌面の変遷 
 
時間98 A B1 B2 C1 C2 D E F G H I J 
第一期： 
第 1号-第 32号 
57 19 ２ 8 5 35 14 0 0 7 2 3 
第二期： 
第 33号-第 59号 
18 24 5 2 6 13 5 17 0 10 12 0 
第三期： 
第 60号-第 92号 
38 15 12 0 6 23 40 16 6 29 21 15 
合計 113 58 19 10 17 71 59 33 6 46 35 18 
                                                        













表 4 と表 5 を通して、本誌の内容的概況と誌面の変遷が読み取れる。 




中文研の一大課題であるため、誌上に A 類と B1 類の文章が多数見られる。その勢いは特に
第一期においては著しい。特に第 1 号（1935.3.5）から第 32 号（1937.11.1）までの誌面に
近代中国文学に関する特集号が多数編集された。例えば、第 6 号（1935.8.25）と第 7 号
（1935.9.25）の「現代小品文」特集、第 20 号（1936.11.1）の「魯迅」特集、そのほか、第





















































































































                                                        
99 安藤彦太郎「戦時期日本の中国研究」小島晋治等編『20 世紀の中国研究：その遺産をどう生
かすか』（研文出版、2001、159 頁）。初出：『中国研究月報』607 号、1998.9。 
100 竹内好「支那と中国」（『中国文学』第 64号、1940.8.1）。 








































 資料「『中国文学月報』・『中国文学』の内容一覧」、および第一章の表 4 から分かるよう
に、本誌において、近代文学に関する文章は二種類があり、A 類は同時代の中国文学・文化
に関する評論と論文であり、B1 類は関連する文学作品と論文の翻訳である。そして、第一




表 6 近代文学・文化に関する内容の掲載概況103 
 
 改題前 改題後  
年度 1935 1936 1937 1938 1939 1940 1941 1942 合計 
項目数 32 30 19 15 22 23 22 8 171 
うち翻訳 9 2 13 9 10 11 4 0 58 
 
表 6 に示されているとおり、A 類と B1 類に属する内容は合計 171 項目があり、数量的に
は、各年にさほど大きな差がないが、全体的に減少する傾向が見られる。特に 1940 年の雑






に、第 6 号（1935.8.25）と第 7 号（1935.9.25）は、「現代小品文特集」として刊行され、魯
迅、周作人、林語堂、郁達夫などの作品を翻訳した。また、中国民衆の日常生活を描いた漫
画、および左翼系芸術－－木刻画が熱心に紹介されていた。 
そして、1936 年度は魯迅を集中的に紹介した時期である。1936 年 10 月に魯迅が急逝し
                                                        
102 雑誌の編集事情によって、各年度別の時間帯は以下のとおりである。 
 1935年度：1935.3－1936.3（第 1 号－第 11 号） 
1936年度：1936.3－1937.2（第 12号－第 23号） 
 1937年度：1937.3－1938.2（第 24号－第 35号） 
 1938年度：1938.3－1939.2（第 36号－第 47号） 
 1939年度：1939.3－1940.2（第 48号－第 59号） 
 1940年度：1940.4－1941.3（第 60号－第 70号） 
 1941年度：1941.4－1942.3（第 71号－第 82号） 
 1942年度：1942.4－1943.3（第 83号－第 92号） 



























近代文学の研究に取り組んだ。機関誌の「会報」によると、1934 年 8 月の周作人・徐祖正
歓迎会をはじめ、1937 年までに計 23 回の例会が開催された（表 7 参照）。 
 
表 7 中文研の開催した例会 
（中国近代文学に関する内容をコジックで表記した） 
 
 時間 題目/報告者 
1 1934.10.29 ・郁達夫論（不安の文学）/一戸務 ・最近の中国文壇/辛島驍 
2 1934.12.5 ・中国新文学の展望/池田孝 
3 1935.1.26 ・易に就て/郭沫若 
43 
  
4 1935.3.12 ・大衆語に就て/武田泰淳 ・啼笑因縁の話/松川朴平 
5 1935.4.5 ・老舎と沈従文（支那的なる現代作家）/岡崎俊夫  
・呉組緗論/増田渉 
6 1935.6.21 ・梁啓超の研究/実藤恵秀 
7 1935.7.16 ・近世漢学者の唐話学に就て/石崎又造 
8 1935.9.27 ・北平に於る日本文化研究の現状/銭稲孫 
9 1935.10.24 ・漢初の文化政策に就て/豊田穣 
10 1935.11.29 ・北平の話/陣内宜男 
11 1936.4.27 ・趙元任氏のレコードによる中国国音研究/曹欽源 
12 1936.6.6 ・支那語音について/曹欽源 
13 1936.7.4 ・唐代荘園文学論/武田泰淳 
14 1936.10.3 ・張資平の不平衡的偶力/長瀬誠 
15 1936.11.4 ・紅楼夢の作者をめぐりて/吉村永吉 
16 1936.12.5 ・中国文学研究の方法/竹内好（郁達夫の講演を予定したが、取り消し） 
17 1937.1.12 ・周作人について/松枝茂夫 
18 1937.2.3 ・日本文学研究の現状/仲賢礼 
19 1937.3.4 ・支那文学の鑑賞について/佐藤春夫 
20 1937.4.6 ・上海文壇の近況/日高清磨瑳 ・唐代小説について/土居治 
21 1937.5.6 ・上海旅行談/小田嶽夫 
22 1937.6.4 ・音訳語を通じて見たる漢字の表音能力について/魚返善雄 







が窺える。特に 1935 年 1 月 26 日の郭沫若の講演はかなり注目を集めたのである。 
郭沫若（1892-1972）は 1921 年に郁達夫（1896-1945）とともに「創造社」104を成立した
                                                        
104 創造社：日本留学生によって組織された文学団体。1921年 7 月（あるいは 6月という）上旬




新村徹編『中国現代文学事典』、東京堂出版、1985、「創造社」項目より抜粋、168 頁―170 頁）。 
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  一月二十六日（土） 









年 4 月号の『思想』（第 155 号、岩波書店）に「『易』の構成時代」と題する論文を発表し
た。これをあっせんしたのも竹内好と岡崎俊夫である。また、曹欽源（1907-1993）は中文
                                                        
105 竹内好「郭沫若氏のこと」（『竹内好全集』⑬、57頁）。初出：『秋田魁新聞』（1955.12.6）。 
106 同前。 





















僚である。1131935 年 4 月 4 日、斯文会の湯島聖堂の復興竣工式・孔子像鎮斎式が行われ、
董康は招待されて来日し、中文研の機関誌の創刊を支援していた田中慶太郎（文求堂主人）
は、董を中文研に紹介し、この懇話会を企画した。114そして、第三回（1935.5.18）は鐘敬文
                                                        















112 立間祥介編「中国文学研究会年譜」（『復刻中国文学』別冊、汲古書院、1971、40 頁）。 
113 董康の詳細について、孔頴「晩清中央政府の法制官董康の日本監獄視察について」（『或問』

















1934 年成立後、同人による中国文学の翻訳書が数多く出版されている。詳細は表 8 を参照
する。 
 
表 8 中文研による翻訳書の出版116 
 
 訳者 書名（原作者） 出版社 出版年 注 









3 増田渉ほか 『大魯迅全集』 改造社 1937  
4 松枝茂夫 『中国の西北角』（長江） 改造社 1938 范長江『中国的西北角』 
5 松枝茂夫 『北伐』（郭沫若） 改造社 1938  
6 小田嶽夫 蕭軍『第三代』 改造社 1938  
7 増田渉 『上海の真夜中』 改造社 1938 茅盾『子夜』（「大陸」に
                                                        
115 実藤恵秀は 1926年に早稲田大学支那文学科を卒業し、在学中から中国人留学生に関心を持っ
ていた。中文研の同人に参加したのは 1935 年 4月からである。当時は早稲田高等学院に教鞭
をとっていた。 








8 松枝茂夫 『周作人随筆抄』 改造社 1938  
9 飯塚朗 『断鴻零雁記』（蘇曼殊） 改造文庫 1938  




『浮生六記』（沈復） 岩波文庫 1938  




改造社 1938  






1939 支那学翻訳叢書 4 
16 中文研編 『春桃』短編集 伊藤書店 1939 支那現代文学叢刊・第 1輯 
17 中文研編 『蚕』短編集 伊藤書店 1939 支那現代文学叢刊・第 2輯 






生活社 1939  
20 猪俁庄八 『創造十年』（郭沫若） 東成社 1940 現代支那文学全集・第 1巻 
21 岡崎俊夫 『沈淪』（郁達夫） 東成社 1940 同前・第 2 巻 




『愛すればこそ』（蕭軍） 東成社 1940 同前・第 4 巻 






東成社 1940 同前・第 9 巻 




『文芸論集』 東成社 1940 同前・第 12 巻 
28 松枝茂夫 『紅楼夢（一）』 岩波文庫 1940  
29 松枝茂夫 『周作人文芸随筆抄』 富山房 1940  
30 松枝茂夫 『瓜豆集』（周作人） 創元社 1940  
31 松枝茂夫 『紅楼夢（二）』 岩波文庫 1940  
32 岡崎俊夫 『老残遊記』（劉鉄雲） 生活社 1941 中国文学叢書 






『日本雑事詩』（黄遵憲） 生活社 1941 同前 
35 飯塚朗 『啼笑因縁』（張恨水） 生活社 1941 同前 
36 松枝茂夫 『紅楼夢（三）』 岩波文庫 1941  
37 大島覚 『湖南の兵士』（沈従文） 小学館 1942 武田泰淳訳 
 





社）をはじめ、小説「揚州十日記」（王秀楚作、『中央公論』1927 年 12 月号）、詩集「車塵





























1937 年 11 月、増田は「改造社ヨリ『大魯迅全集』出版ノ責任者トシテ招カレ、同全集ノ






























































































                                                        


































































                                                        
133 『魯迅書簡――致日本友人増田渉』（香港朝陽出版社、1973）を参照。 














































































































                                                        
139 同前。 
140 茅盾は 1922 年に発表した「自然主義與中国現代小説」（『小説月報』第 13 巻第 7 期）におい
て、自然主義文学に用いられている「客観描写」（客観的に描写すること）と「実地観察」（現
実を厳密に観察すること）の手法を提唱した。 
























れている。具体的には表 9 のようになる。（図 4、図 5 を参照） 
 
表 9 『中国文学月報』に転載された中国近代漫画と木刻画 
 
タイトル 作者 掲載号 出処 
我們所造的（漫画） 豊子愷 第 6 号 『太白』 
北海所見蒙古人（漫画） 葉浅予 第 6 号 『時代漫画』 
「夏」の一部（漫画） 胡考 第 6 号 『時代漫画』 
三農婦（木刻画） 羅清楨 第 7 号 『文学』 
口入屋（木刻画） 野夫 第 7 号 『太白』 
泊（木刻画） 張慧 第 9 号 未記載 





当時の中国民衆の生活をテーマにした作品である。（図 4－1、図 4－2、図 4－3 を参照） 
 
 











































そして、第 7 号（1935.9.25）と第 9 号（1935.11.27）に掲載された 4 つの木刻画（図 5－
1、図 5－2、図 5－3、図 5－4）は、より中国農民と労働者の生活を反映し、左翼色を帯び
た作品である。また、第 9 号に、「現代中国の木刻」と題する文章が掲載され、30 年代の中
国の木刻運動を紹介した。本文はまず中国に輸入されたロシアとドイツの木刻画に簡単に
触れ、そして中国国内の木刻画の発展過程と特徴について以下のように記されている。 
                                                        
142 竹内好「解説」（『中国文学月報』第 6号、1935.8.25）。 
















































表 10 『中国文学月報』における農民文学関連の文章 
 
題目 作者 掲載号 内容 
今日の中国文学の問題 竹内好 




第 10 号 
1935.12.31 
農村文学の欠点 
阿 Q 正伝雑評 飯塚朗 
第 20 号 
1936.11.1 
阿 Q に見られた封建社会の農民の悲劇 
                                                        













































































































































紫は、1935 年に魯迅の支援を受け、短編集『豊収』を出版した。中に収録された 6 篇の小
説はすべて戦争下の中国農村を題材としたものである。 
 
























  雲普が狂ってしまった。（略）彼は、終日叫んでいた： 
  「ああ神よ！私の一粒一粒の黄金が水になってしまった！」 
  （略）去年 5 月から今まで、彼はたらふく食べたことが一度もなかった。（略）8 人家
族で、とうとう草まで食い尽くした。（略）8 月になり、華家堤で観音粉（筆者注：食べ
られる白い土）が掘り出されたので、村の人々がわれ先に食べに行った。雲普は立秋を













                                                        
154 原文： 
  於是雲普叔發了瘋。（略）他終天的狂呼着： 








































                                                        




















































戦後に発表された 1937 年から 1945 年までの日本文学の潮流を分析する文章の中でこう語
っている。 


























































































                                                        
161 関連する先行研究は長志珠絵『近代日本と国語ナショナリズム』（吉川弘文館、1998）、第三
章参照。 

































                                                        






166 江上波夫編『東洋学の系譜（全 2 集）』（大修館書店、1992-1994）。 












































































                                                        
172 斎藤希志「『支那学』の位置」（『日本思想史学』39、日本思想史学会、2007、3頁）。 







































































































































































                                                        
185 吉田茂「漢学の殻を出でよ」（『斯文』第 15 編第 4号、1933）。 



































                                                        





































































                                                        
192 竹内好「わが回想」（竹内好『方法としてのアジア』、創樹社、1978、16頁）。初出：『第三文
明』十、十一月号（第三文明社、1975）。『竹内好全集』⑬に収録。 





















































































                                                        




































































































































































































































                                                        
201 武田泰淳「新漢学論」（『中国文学月報』第 9号、1935.11.27）。 






































                                                        




































































































 竹内好 保田與重郎 































 竹内好 保田與重郎 





















































































                                                        
209 同前、「一九三〇年（昭和五）」項目を参照。 






























                                                        
213 竹内好「私と周囲と中国文学」（『中国文学月報』第 23 号、1937.2.1） 






























































































                                                        
220 同前、26頁。 


































                                                        
222 保田與重郎「コギトの周辺」（『保田與重郎全集』㊱、講談社、1988、92頁）。初出：保田與
重郎『日本浪漫派の時代』（至文堂、1969）。なお、本書は『国文学 解釈と鑑賞』1967年 4


































周知のように、竹内好は、1937 年 10 月から 1939 年 10 月までの間、留学生として北京

















                                                        
223 松本健一『竹内好論：革命と沈黙』（第三文明社、1975、50頁－51 頁）。 






















































具体的には表 13 の通りである。本節は第二回の訪中を中心とする。 
 
表 13 戦前における竹内好の中国体験 
 














北京 「北京通信」（第 33 号、1937.12.1） 
















「旅日記抄・一」（第 85 号、1942.7.1） 
「旅日記抄・二」（第 86 号、1942.8.1） 
「旅日記抄・三」（第 87 号、1942.9.1） 














 1937 年 10 月、日中戦争勃発直後にもかかわらず、竹内好は語学研修の名目で、外務省文
化事業部の第三種補助金を利用し、北京に留学した。『中国文学月報』に掲載されている彼





























                                                        
232 竹内好「わが『戦争と平和』」（『竹内好全集』⑬、48 頁）。初出：1962 年 4 月 25 日発行『世
界文学全集（21）』「トルストイ『戦争と平和』Ⅰ」（河出書房新社刊）の月報 21 号に発表。 


























                                                        

















































































































市販雑誌化である。1940 年 4 月以降、機関誌の『中国文学月報』は『中国文学』と改題さ
れ、生活社から刊行することになる。これによって、本誌の読者層が学術団体から一般社会
へ広げられた。そのため、この改革は、竹内の政治的な意欲として理解できるだろう。 
































                                                        





































                                                        











































































                                                        
249 竹内好「後記」（『中国文学』、第 67号、1940.12.1）。 




































                                                        





 1937 年 10 月、武田泰淳は、一兵士として、竹内と同じ時期に中国へ渡った。表 14 は終
戦までの武田泰淳の訪中歴である。 
 
表 14 戦前における武田泰淳の中国体験 
 









宛」(第 41 号、1938.8.1) 
「土民の顔」（第 44 号、1938.11.1） 
「北京の輩に寄する詩」(第 44 号、
1938.11.1) 
「美しき古書」（第 50 号、1939.5.1） 
「支那文化に関する手紙」(第 58 号、
1940.1.1) 
「杭州の春のこと」(第 59 号、1940.2.1) 



















































                                                        
253 武田泰淳「中国民間文学の現状」（『中国文学月報』第 5号、1935.7.15）。 
254 武田泰淳「中国民間文学の現状」、前掲文。 
255 「武田泰淳年譜」によると、主に以下の論文が見られる。 
 ①「中国民間文学研究の現状」（『中国文学月報』第 5 号、1935.7.15） 
 ②「中国西南地方蕃人の文化」（『同仁』1935年 12月号と 1936 年 1月号） 
 ③「山歌」（『中国文学月報』第 11号、1936.3.5） 
 ④「河北省実験区『定県』の文化」（『中国文学月報』第 12号、1936.3.25） 
 ⑤「唐代仏教文学の民衆化について」（『中国文学月報』第 13号、1936.4.17） 












































                                                        



































武田は 1938 年 2 月に書かれた竹内好宛の手紙において、「本は全くどこの家へ行つても沢
山あります。皆目茶にふんづけてやります。わざわざ買つたことのある本など、無残に靴で
けちらします」262と書いている。戦争による文化の抹殺は、彼の持っていた中国文化に対す
                                                        








































                                                        










































































                                                        
266 武田泰淳「杭州の春のこと」（『中国文学月報』第 59 号、1940.2.1） 
267 同前。 

































                                                        
269 竹内好「二年間――黙することの難ければ」（『中国文学月報』第 57号、1939.12.1）。 
270 竹内好「北京日記（1940）」（『竹内好全集』⑮、386頁、388頁）。 


































                                                        
272 竹内好「北京日記（1940）」、前掲文、387 頁－388頁参照。 
273 竹内好「北京通信（二）」、前掲文。 
274 竹内好「中国と私」（『竹内好全集』⑬、220 頁）。初出：1950年 5月号『近代文学』（第 5巻
第 5号、近代文学社刊）の「特集・世界の知識人へ」の一篇として発表。 














































































                                                        
279 武田泰淳「山西開発展を観る」（『中国文学』第 73号、1941.6.1）。 
280 竹内好・高橋和巳「文学 反抗 革命」、前掲書、38 頁－39 頁。 


































































                                                        







































                                                        
285 安藤彦太郎『中国語と近代日本』（岩波書店、1988）。 









































表 15 本誌における翻訳論に関する文章 
 
題目 作者 巻号 時間 
翻訳時評 神谷正男 第 66 号 1940.11.1 
翻訳時評 神谷正男 第 67 号 1940.12.1 
翻訳時評 竹内好 第 69 号 1941.2.1 
翻訳時評 竹内好 第 70 号 1941.3.1 
翻訳時評 魚返善雄 第 71 号 1941.4.1 




第 72 号 1941.5.1 
翻訳時評（三） 魚返善雄 第 74 号 1941.7.1 
翻訳時評 吉川幸次郎 第 76 号 1941.9.1 
翻訳時評（二） 吉川幸次郎 第 78 号 1941.11.1 
翻訳雑感 岩村忍 第 79 号 1941.12.1 
















                                                        
289 「翻訳論の問題」は翻訳論に関する吉川幸次郎と竹内好の往来書簡である。 
290 熊文莉氏が誌面を統計した結果、「翻訳時評」の掲載回数は 12 回だとしたが、筆者の再統計
において、10回しかないのが確認できる。 

































                                                        
292 竹内好「支那言語学概説」（『中国文学』第 66号、1940.11.1）。 
293 神谷正男に関する詳しい情報が不明であるが、「中国文学研究会年譜」によると、神谷は 1934






































                                                        












































































                                                        



































                                                        
302 吉川幸次郎「翻訳時評」（『中国文学』第 76号、1941.9.1）。 






































                                                        



































                                                        
306 魚返善雄「翻訳時評（三）」（『中国文学』第 74号、1941.7.1）。 








する文章は、表 16 の通りである。 
 
表 16 本誌における中国語教育に関する文章 
 
題目 作者 巻号 時間 
支那語教育について 倉石武四郎 第 71 号 1941.4.1 
支那語教学に関する随想 長瀬誠 第 71 号 1941.4.1 
中等教科書異変――主として
漢文・時文教科書に就て 
乙寺與志夫 第 71 号 1941.4.1 
漢文・支那語教育と支那学と
の現実――倉石主義の感想 
竹内照夫 第 73 号 1941.6.1 
支那学の世界 竹内好 第 73 号 1941.6.1 
支那語の教科書について 竹内好 第 78 号 1941.11.1 
 

















































                                                        








































                                                        
316 同前。 





























                                                        
318 吉川幸次郎「支那学の問題」（『吉川幸次郎全集』⑰、438頁）。初出：『文藝春秋』、1940.11。 
319 吉川幸次郎「支那学の任務」（『吉川幸次郎全集』⑰、452 頁）。初出：『文藝春秋』、1941.1。 
320 倉石武四郎「支那語教育について」、前掲文。 














































第 3号、1978、111 頁）。 



















































一準備委員会の第五次大会において、銭玄同は「国語ローマ字」を提案し、1928 年 9 月、
「国語羅馬字拼音法式」が中華民国大学院（元教育部）によって公布され、「国音字母の第
二式」330として位置づけられた。にもかかわらず、その法則は複雑であったため、広く普及












































































   （一） 支那語の発音練習 
   （二） 文字の問題（注音符号、国語ローマ字、ラテン化等） 
   （三） 言語発達史 
   （四） 各地方言の検討 
 










                                                        
334 London: Oxford University Press, 1923. なお、本書の日本語訳『支那言語学概論』は、
1937年に岩村忍・魚返善雄によって翻訳され、文求堂から出版された。 












 「中国国語運動」 曹欽源 
「総説」・「清末の国語運動」・「切音運動」・「簡字運動」・「注音符号」・「簡体字」の六節
から成り、中国の国語運動の歴史を紹介する。 
 「国語羅馬字を語る」 下瀬謙太郎 
  国語ローマ字の誕生の背景、字音の綴り方の解釈、国語ローマ字に関する疑問などを述
べる。 




 「中国言語学界瞥見」 言語部 

















                                                        









































表 17 「支那語学」に関する論文・随筆・批評 
 
題名 作者 掲載号 発行日 
音韻雑感 曹欽源 第 2 号 1935.4.5 
中国言語学界瞥見 言語部 第 24 号 1937.3.1 
北京語の話二三 曹欽源 第 31 号 1937.10.1 
北京語の話二三（続） 曹欽源 第 32 号 1937.11.1 
支那語（北京語）の母音に就いて 永島栄一郎 第 42 号 1938.9.1 
支那の新語について 曹欽源 第 53 号 1939.8.1 
古書を読む 曹欽源 第 59 号 1940.2.1 
支那語の辞典 曹欽源 第 63 号 1940.7.1 
支那及び支那語に関する西洋のレキシコグラ
フィー  
岩村忍 第 63 号 1940.7.1 
支那語の表記法 魚返善雄 第 63 号 1940.7.1 
アメリカの支那語研究 魚返善雄 第 68 号 1941.1.1 
書評：魚返善雄編著「大陸の言語と文学」 竹内好 第 69 号 1941.2.1 
祖国雑感――特に国語問題と支那語問題につ
いて 
永島栄一郎 第 73 号 1941.6.1 
記号の問題 魚返善雄 第 73 号 1941.6.1 
支那語学と云ふもの 永島栄一郎 第 74 号 1941.7.1 
明代の言語資料としての「元朝秘史」について 小林高四郎 第 80 号 1942.1.1 
支那語界・回顧と展望 魚返善雄 第 83 号 1942.5.1 
明治初期の支那語 中田敬義 第 83 号 1942.5.1 
詠帰舎閑話 宮島大八 第 83 号 1942.5.1 
陸軍と支那語 坂西利八郎 第 83 号 1942.5.1 
外交と支那語 岩村成允 第 83 号 1942.5.1 
出版と支那語 田中慶太郎 第 83 号 1942.5.1 
台湾と支那語 曹欽源 第 83 号 1942.5.1 
日清貿易研究所と東亜同文書院 鈴木択郎 第 83 号 1942.5.1 
思ひ出でる支那語研究の懐古 青柳篤恒 第 83 号 1942.5.1 
支那語一夕話 秩父固太郎 第 83 号 1942.5.1 
伊沢修二のこと 竹内好 第 83 号 1942.5.1 















日本で出版された諸辞典を評価する論文である。このように、本誌では 1935 年から 1940 年
までのあいだ、曹欽源を中心として、中国語を言語学として研究しようとする傾向が確認で
きる。 




















                                                        



























本文の発表は 1942 年 1 月であり、中文研の大東亜戦争への見解の質的変化ともいえる。こ
の文章によって、中文研の地道な中国研究を、単純に「精一杯の抵抗」と位置づけることに
疑問が感じられる。また、この時期から誌上には戦争賛美の言葉も並びはじめた。同号の「後
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345 斎藤秋男「後記」（『中国文学』第 80 号、1942.1.1）。 
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352 竹内好「後記」（『中国文学』第 89号、1942.1.1）。 
353 竹内好「転向と抵抗の時代」（『竹内好全集』⑦、207 頁）。初出：野間宏ほか編『日本プロ
レタリア文学大系』第 8巻（三一書房、1955）。 



































356 尾崎秀樹「大東亜文学者大会について」（『文学』第 29 号、岩波書店、1961.5）。 
357 「大会宣言」（『朝日新聞』朝刊、1942.11.6）。 



































                                                        
361 実藤恵秀「無題」（『中国文学』第 92 号、前掲書）。 
362 竹内好「わが回想」（竹内好『方法としてのアジア』、創樹社、1978、21-22 頁）。初出：『第三
文明』十、十一月号（第三文明社、1975）。『竹内好全集』⑬に収録。 
363 吉野治夫「満州文芸現況」（『中国文学』第 69号、1941.2.1） 
364 林俊夫「新しき和平文化」（『中国文学』第 85号、1942.7.1） 



























































































































































































































D  中国の古典文学と伝統文化 
E  中国語問題 
F  現地体験 
G  文学創作 
H  日中関係と日中交流事情 
I  諸国と中国との接点 
J  中文研関連 











第一号 1935 年 3 月 5 日 （竹内好） 12P 中国文学研究会 
A 今日の中国文学の問題（時報）／竹内好 小品文、農民文学、大衆語 






A 雑言／増田渉 中国文学、検閲制度 
A 対研究中国文学者的一点貢献／杜宣 同時代の中国文学の概況 
A,D 作家と作品／一戸務 支那小説家の個性表現 
K 会史 後記 例会予告 中国文学研究会に就いて  
 





E 音韻雑感／曹欽源 音韻学 
A 孫中山の死／実藤恵秀 「孫中山之死」、劇曲 
A 新旧問答／森川勢南 支那学界評論 
D 全像水滸伝の出現／斎藤護一 全像本水滸伝 




K 会報 後記 例会予告  
 
第三号 1935 年 5 月 16 日 （竹内好） 12P 中国文学研究会 
E 国語に関する諸問題（時報）／竹内好 国語運動、大衆語、簡体字、存文会 
Ｈ 与謝野先生記念／周作人 与謝野寛 
A 兪平伯氏会見記／目加田誠 兪平伯にインタビューした時の記録 
Ｄ 閑話／楊雲萍 中国の古典文学に関するエッセイ 













第四号 1935 年 6 月 18 日 （竹内好） 12P 中国文学研究会 
A 「中国本位文化建設」の運動／岡崎俊夫、実藤恵秀 本位文化建設 
D 数と文学／中島千秋 易経、数 
D 支那小説のことなど／荒井瑞雄 三国志演義、支那通俗小説 
A 楽焼の郁達夫／岡崎俊夫 郁達夫、支那現代文学 
A 笑（林語堂）－有不為斎随筆の一―／松枝茂夫訳 随筆、翻訳、（『人間世』№16） 




K 会報、後記、例会予告  
 
第五号 1935 年 7 月 15 日 （竹内好） 12P 中国文学研究会 
A 中国民間文学研究の現状／武田泰淳        新文化運動、民間文学研究の実状 
C1 所謂漢学に就て／竹内照夫 漢学の価値、雑多性 
A 中国作家と人生的情熱／小田嶽夫 魯迅、郁達夫、郭沫若、主観的作家 
Ｈ 釈中巽の事／沢村幸夫 民族感情 





K 会報、会員消息、後記、研究会略規  
 
第六号〔現代小品文特輯〕 1935 年 8 月 25 日 （竹内好） 11P 中国文学研究会 
B1 小品文の危機（魯迅）／増田渉訳 小品文 
B1 小品文の遺緒（林語堂）／松枝茂夫訳 小品文、書き方（『人間世』№22） 











K 後記、会報、広告（サイレン社）  
 
第七号〔現代小品文特輯二〕 1935 年 9 月 25 日 （竹内好） 12P 中国文学研究会 
B1 南京豆（老舎）／武田泰淳訳 小品文、「落花生」、（『時代漫画』） 
B1 所謂自伝なる者（郁達夫）／竹内好訳 小品文、「所謂自伝也者」、伝記理論、（『人間世』） 
B1 孔子の国籍（海戈）／竹内好訳 外国教授の議論、（『論語』） 
B1 再婚風俗（厳済寛）／岡崎俊夫訳 再婚、民俗、礼教、婦人問題、（『太白』） 
B1 雙鳳凰専斎小品文三則（劉半農）／松枝茂夫訳 銭玄同、周作人、（『人間世』） 
B1 詩を談る（梁宗岱）／松枝茂夫訳 詩、離騒、文化破壊主義、（『人間世』） 
A 木刻：三農婦（羅清楨）、口入屋（野夫） 平民生活、（『文学』、『太白』） 




K 会報 例会予告 後記 中国文学研究会略規 訂正  
 
第八号 1935 年 10 月 23 日 （竹内好） 12P 中国文学研究会 
H 北平に於る日本文化研究の現状（講演）／銭稲孫 講演記録、中国の日本文化研究 
E 中国文学と用語／長瀬誠 白話運動、国語 
Ｄ 小説戯曲批評の研究に就いて／斉藤護一 文芸批評家、李卓吾、金聖嘆 
C1 漢学の反省（竹内照夫氏の所論を駁す）／竹内好 漢学、ジャーナリズム 
A 翻版書に就て（現代書誌学）／実藤恵秀 中国の新刊書、翻版書、出版業 





K 会報 例会予告 後記 研究会略規  
 
第九号 1935 年 11 月 27 日 （竹内好） 12P 中国文学研究会 
A 周作人論／増田渉 周作人、小品文作家、小説作家 
C1 象の鎖／吉村永吉 漢学 
C1 非道弘人／竹内照夫 漢学、ジャーナリズム 




C1 新漢学論／武田泰淳 漢学 
A 現代中国の木刻／資料部 木刻、農村や労働者生活 
E 中国におけるエスペラント運動／資料部 エスペランド運動、国語運動、左翼主義 
E 国語運動史綱（黎錦熙著）／実藤恵秀 国語運動、書評 
K 文藝雑誌の変遷⑥ 『小説月報』 
K 文化消息 中国文学珍本叢書、偶然論、留学生新劇 
A 木刻：泊（張慧）、工場地帯（新波） 平民生活 
K 会報 例会予告 後記 研究会略規  
 











K 会報 会員消息 後記 研究会略規  
 
第十一号 1936 年 3 月 5 日 （竹内好） 12p 中国文学研究会 
D 石達開とその日記／岡崎俊夫 太平天国、小説、日記文学 
D 『山歌』明・馮夢龍編・顧頡剛校点／武田泰淳 民間歌謡、馮夢龍研究、書評 
A 『生活全国総書目』生活書店／実藤恵秀 書誌学、書評 
Ｄ 『中国文芸珍本叢書』上海雑誌公司版／岡崎俊夫 古典小説、書評 




















第十二号 1936 年 3 月 25 日 （竹内好） 16P 中国文学研究会 






A 留東外史と其の日本観／実藤恵秀 留東外史、不肖生、中国人日本観 
K 会報 会員消息 後記 研究会略規  
 
 第十三号 1936 年 4 月 17 日（竹内好、岡崎俊夫） 16P 中国文学研究会 
I 清宮二年記／目加田誠 『清宮二年記』、宮廷文学、徳齢 
D 唐代仏教文学の民衆化について／武田泰淳 仏教文学、民間文学、唐代 
K 文藝雑誌の変遷⑨ 『礼拝六』 




K 会報 例会予告 同人名録 後記 研究会略規  
 
 第十四号 1936 年 5 月 1 日（竹内好、岡崎俊夫） 12P 中国文学研究会 
D 蘇曼殊論（境遇に敗北した蘇曼殊の文学）／飯塚朗 蘇曼殊 
A 茅盾論／竹内好 茅盾 
A,D 支那かぶれ／青木正児 回想、古典文学、近代文学 
H 徒然草を読んで／魏敷訓 徒然草 
D 陶と詩／岡崎俊夫 陶器、詩 
K 文藝雑誌の変遷⑩ 『小説海』 
K 文化消息 中国哲学年会、『藝文』・『文藝生活』創刊、留東劇団 




 第十五号 1936 年 6 月 1 日 （竹内好、岡崎俊夫） 12P 中国文学研究会 
A 中国映画の現状／岡本武彦・千田九一 近代映画 
D 芝叟が『売油郎』の事ども／石崎又造 三言、俗文小説 
K 文化消息 洪深・梁漱溟来朝、『作家』雑誌 
K 会報 例会予告 後記 研究会略規  
 





D 紅楼夢を振り返る／吉村永吉 紅楼夢研究 
K 文化消息 国語辞典、注音活字、『文季月刊』創刊 
K 後記 会報 例会予告 研究会略規  
 
 第十七号 1936 年 8 月 1 日 （竹内好） 16P 中国文学研究会 
D 逝ける章炳麟／豊田穣 章炳麟急逝、業績紹介 
D 公羊伝に就て／竹内照夫 『公羊伝』、『春秋』 
D 文章と薬／松枝茂夫 韓愈 
A 故郷／陣内宜男 白話文学、魯迅、「故郷」 
D 蘇曼殊に関する資料／飯塚朗 蘇曼殊 
B2 「紅楼夢を振り返る」中引用文の翻訳／吉村永吉 『紅楼夢』、翻訳 
K 文藝雑誌の変遷⑪ 『新青年』 
K 後記 第十二―六号正誤表  
 
 第十八号 1936 年 9 月 1 日 （竹内好） 16P 中国文学研究会 
A 茅盾印象記／増田渉 茅盾、「子夜」、インタビュー 
D 中国文学の胚胎期／長瀬誠 文字、古代史 





K 文藝雑誌の変遷⑫ 『小説画報』 
K 会告 後記 会報 研究会略規  
 
 第十九号 1936 年 10 月 1 日 （竹内好） 15P 中国文学研究会 
D 沈復と芸娘／藤井正夫 『浮生六記』 
170 
  
D 今古奇観に就いて／千田九一 口語体文学、話本、『三言二拍』 
A 疑古派か？社会史派か？／武田泰淳 顧頡剛・疑古派、郭沫若・社会史派、旧国学打倒 
I Key Economic Areas in Chinese History／小野忍 地域経済史、書評 
K 文藝雑誌の変遷⑬ 『新潮』 
K 章炳麟について（通信）／小川環樹 章炳麟、白話文 
K 文化消息 国防文学、丁玲、林語堂、叢書大辞典、世界文庫 
K 




第二十号〔魯迅特輯〕 1936 年 11 月 1 日 （竹内好） 36P 中国文学研究会  
A 幻想の魯迅／長瀬誠 魯迅 
A 魯迅と転変／実藤恵秀 魯迅、革命文学論戦 
A 魯迅論／竹内好 魯迅、政治と文学 
A 阿 Q 正伝雑評／飯塚朗 魯迅、「阿 Q 正伝」、農民作家 
A 中国小説史略について／土居治 魯迅、小説史 
A 魯迅先生の書翰より／山本初枝 魯迅、書簡（浮世絵、詩、発禁、漢文廃止） 
A 李長之の「魯迅批判」―北新書局／吉村永吉 書評、魯迅論 
B1 死（魯迅）／竹内好訳 魯迅 
A 魯迅筆名 魯迅 
A 魯迅著訳書名、附版画輯目／増田渉 魯迅 
A 魯迅邦訳目録、附邦語自著／岡本武彦 魯迅 
B1 文壇風景（汪子美）／竹内好訳 魯迅、周作人、プロレタリア文学、（『時代漫画』№26） 
A 木刻 魯迅像／流岩 魯迅、木刻 
K 後記 会報 例会予告 研究会略規  
 




H 新聞・雑誌に於ける日華関係／実藤恵秀 新聞、雑誌、日中交流 
A 魯迅著訳書目追記／増田渉 魯迅 
K 「章太炎的白話文」に就いて／豊田穣 第 19 号小川環樹への返答 






K 第十七―二十号正誤表／校正係  
K 会報 例会予告 後記 研究会略規  
 
第二二号〔作家論特輯〕 1937 年 1 月 1 日 （竹内好） 16P 中国文学研究会 
A 郁達夫覚書／竹内好 郁達夫、生活、藝術、著作 
A 沈従文小論／岡崎俊夫 沈従文、農村文学 
A 曹禺論／土居治 曹禺、「雷雨」 
A 王魯彦のこと／岡本武彦 王魯彦、題材、内容思想、表現 
A 現代文学入門書／竹内好  
K 文学雑誌の変遷⑭ 『小説林』 
K 集会のたより 後記 会報 研究会略規  
 




C2 中国古典文学作品研究に関する感想／岡本武彦 主観的帰納 
C1 私と周囲と中国文学／竹内好 方法論、漢学形骸化、鑑賞主義 
D 雑抄二則／橋川時雄 章太炎、筆談記録、詩、漢学 
C2 支那文学研究書史／近藤杢 目録 
K 文藝雑誌の変遷⑮ 『民権素』 
K 








第二四号〔言語問題特輯〕 1937 年 3 月 1 日（竹内好、実藤恵秀） 20P 中国文学研究会 
E 支那言語学の任務と方法／魚返善雄 音韻論、文字論、意味論、詞形論 
E 中国国語運動／曹欽源 国語運動、読音統一、簡体字、国語ローマ字 
E 国語羅馬字を語る／下瀬謙太郎 ローマ字運動、ローマ字ピンイン法式 
E ラテン化運動について／斉藤秀一 ラテン化運動、ローマ字 
E 中国言語学界瞥見／言語部 音韻学、文法学、文字、字典 









B1 魯迅の仕事（周作人）／吉村永吉訳・解説 魯迅、学問研究、創作、「関于魯迅」（『宇宙風』№29） 
C2 東洋史「学界展望」と「論文目録」一覧／藤枝晃 日本の東洋史研究、目録 
K 四月暦 研究会略規 広告（文求堂）  
 
第二六号〔王國維記念特輯〕 1937 年 5 月 1 日（竹内好、吉村永吉） 24P 中国文学研究会 
D 王静安先生を憶ぶ／神田喜一郎 王国維 
D 王先生と初対面の追憶／青木正児 王国維、劇曲 
D 王国維展望／長瀬誠 王国維、略歴 
D 紅楼夢評論と人間詞話に就いて／目加田誠 王国維、紅楼夢評論、人間詞話 
D 人間詞話など／小川環樹 王国維、人間詞話、劇曲史 
D 王国維の悲劇／岡崎俊夫 王国維、悲劇精神、浪漫主義哲学 
D 王国維点描／吉村永吉 王国維、文学思想、人性解放 
K 




第二七号 1937 年 6 月 1 日（竹内好） 16P 中国文学研究会 
D 王静安の経学に就いて／豊田穣 王国維、経学、古史研究 
D 屈原的性格への憧れ／梅村良之 屈原、離騒、行動主義 





K 文藝雑誌の変遷⑯*⑮は誤植 『詩』 
E 支那語五種表記法例／言語部 表記法 
K 




第二八号〔作家論特輯〕 1937 年 7 月 1 日 （竹内好） 20P 中国文学研究会 
D 袁中郎論／武田泰淳 袁中郎 
A 冰心素描／陣内宜男 冰心、小説、詩、散文 
A 葉紫瞥見／飯塚朗 葉紫、『豊収』、農民文学 
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A 「第三代」の蕭軍／千田九一 蕭軍、「東北作家」、コスモポリチック 
C1 雑言／増田渉 日本主義、漢学 
E 国語辞典に失望す／実藤恵秀 中国の国語辞典 
A 最近詩壇を語る／徐力衡 宗派性 詩雑誌 諷刺詩 詩の大衆化 
J 留別の言葉／竹内好 支那留学の声明 
K 七月暦 後記 会報 研究会略規  
 
第二九号 1937 年 8 月 1 日 （竹内好） 16P 中国文学研究会 
B1 湖上（葉紫）／飯塚朗訳・解説 農民 
A 蕭軍のヒューマニズム／長野賢  蕭軍、農民生活、人間愛 
D 「人境廬詩草」に就いて／豊田穣 黄遵憲、新詩 




K 八月暦 会報 後記 研究会略規  
 
第三〇号 1937 年 9 月 1 日 （竹内好） 8P 中国文学研究会 
B1 山中送客記（艾蕪）／松枝茂夫訳 国境地帯、流民 
K 九月暦 会報 後記 再後記 研究会略規  
 
第三一号 1937 年 10 月 1 日〔現代長編代表作一〕 （竹内好） 12P 中国文学研究会 
B2 断鴻零雁記（蘇曼殊）／飯塚朗訳・解説 自伝的小説 
B1 苔莉（張資平）／実藤恵秀訳 張資平、「苔莉」、翻訳 
B1 離婚（老舎）／松井秀吉訳 老舎、「離婚」、翻訳 
E 北京語の話二三／曹欽源 北京語、発音 
K 会報 後記 研究会略規  
 
第三二号 1937 年 11 月 1 日（竹内好） 8P 中国文学研究会 
B1 懐郷病者（郁達夫）／大高巌訳 郁達夫、「懐郷病者」、翻訳 
D 「平話」への一里塚／猪俣庄八 平話、唐宋時代の中国社会 
E 北京語の話二三（続）／曹欽源 北京語、発音 
C2 愚劣なる教訓／梅村良之 支那文学研究法批判 
H 中国人日本留学大事記／実藤恵秀 年表 
K 第三一号「北京語の話二三」正誤表  
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K 会報 後記 研究会略規  
 
第三三号 1937 年 12 月 1 日（竹内好、松枝茂夫） 16P 中国文学研究会 
F 北京通信／竹内好 北京風景、日本文化 





H 万葉集の漢訳／松枝茂夫 『万葉集』、漢訳 
D 踏歌考／豊田穣 唐代、民間歌舞、日本伝来 
B1 真理外二篇（冰心）／飯塚朗訳 「真理」（新詩）、冰心、翻訳 
K 文化消息 戦時下の中国大学 
K 会報、後記、研究会略規  
 
第三四号 1938 年 1 月 1 日（松枝茂夫） 20P 中国文学研究会 
F 北京通信・二／竹内好 戦時、北京、固有文化 
C2 支那の原始社会形態に就いて／井上芳郎 郭沫若、古代社会史、考古学 
B1 好莱塢談（林語堂）／猪俣庄八訳 ハリウッド、映画、”The Good Earth”、「大地」 
H 売油郎と紺屋高尾／工藤篁 三言、醒世恒言、日本での翻案小説 
B1 周作人先生よりの書信の一節（原文・訳文） 周作人、松枝への書簡、日本文化、日本研究 
C2 「愚劣なる教訓」批判／齋藤護一 支那文学研究法 
C2 飯塚氏に御垂教を乞う／関正郎 古典文学研究 
H 「万葉集の漢訳」補記／松枝茂夫 万葉集漢訳 
B1 蛋歌二首／故・松井秀吉訳 民歌 
K 会報 後記 研究会略規 広告（文求堂）  
 
第三五号 1938 年 2 月 4 日 （松枝茂夫） 18P 中国文学研究会 
B2 馮燕の話（小説）／故松井秀吉 『馮燕伝』（唐、伝奇小説）に據る 
B2 秋（何遜）／松井秀吉訳 『玉台新詠』、「秋閨怨」 
B2 宵待草（王台卿）／松井秀吉訳 『玉台新詠』、「陌上桑四首」 
D 清末諸家の学問的態度（覚書）／神谷正男 清代漢学者、曾國藩、張之洞、康有為 
D 「剪燈新話」の舶載年代／沢田瑞穂 『剪燈新話』、伝奇、翻案 
I 「大地」を読んで／竹内照夫 『大地』 
I 支那思想史に於ける外来文化（全増嘏）／小野忍訳 思想史、佛教、ジェスイット教（イエズス会） 
C2 雑言／豊田穣 支那古典文学鑑賞 
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B1 一女兵士の自伝（謝冰瑩）／松枝茂夫訳 謝冰瑩、自伝 






第三六号 1938 年 3 月 1 日（松枝茂夫） 12P 中国文学研究会 
B2 桃花扇（一幕）／飯塚朗 伝奇劇曲、翻案作 
B1 生存―長榮に贈る（沈従文）／梅村良之訳 北京、戦争 
A,H 郁達夫と徒然草／近藤春雄 翻訳、郁達夫、徒然草、戦争 
K 会報 後記（松枝） 研究会略規  
 
第三七号 1938 年 4 月 10 日（松枝茂夫） 20P 中国文学研究会 
H 中国情死考／実藤恵秀 情死研究、心中、日本文化影響 
B1 落日の光（蘆焚）／飯村聯東訳・解説 農村 
H 和歌の漢訳について／豊田穣 明代、漢訳和歌 
K 単語帳 四角号碼検字法／実藤恵秀 検字法 
K 




第三八号 1938 年 5 月 1 日（松枝茂夫） 8P 中国文学研究会 
B1 超人（冰心女士）／猪俣庄八訳・解説 愛、孤独 
D 支那の楽器／五十嵐悌三郎 支那、楽器 
K 単語帳 読経・存文運動／豊田穣 読経、存文 
K 会報 研究会略規  
 
第三九号 1938 年 6 月 15 日（松枝茂夫） 8P 中国文学研究会 
E 支那語さまざま／曹欽源 国語問題 
B1 礼儀と衛生〈上〉（劉吶鴎）／実藤恵秀訳 上海、都市文学 
K 単語帳 一千一百個基本漢字／飯村聯東 基本漢字 
K 会報 後記  
 











A 「第三代」小感／小田嶽夫 リアリズム、蕭軍 
A,I 雑書雑談／増田渉 書評（事変前出版された本） 
I マレクセーエフ博士のこと／小野忍 西洋の支那文学研究 
K 会報 後記（小野） 研究会略規  
 
第四一号 1938 年 8 月 1 日（松枝茂夫） 16P 中国文学研究会 
A わたしの支那あさり／池田大伍 劇曲、新劇 





D 読唐詩瑣談／豊田穣 唐詩 
H 近代中国人著作在日本初印本覚書／実藤恵秀 中国人著作、日本出版 
F 同人消息／武田泰淳 戦線の武田泰淳より、増田渉宛 
K 会報 後記（小野） 研究会略規  
 
第四二号〔北京特輯〕 1938 年 9 月 1 日 （松枝茂夫） 22P 中国文学研究会 
A 新啓蒙運動（新五四運動）点描／神谷正男 新啓蒙運動（1938 年）、国難文化運動 
D 都門雑誌中之俗曲史料／楊蓮生 『都門雑誌』、俗曲 
F 周作人随筆集・北京通信の三／竹内好 周作人 
E 支那語（北京語）の母音に就いて／永島栄一郎 北京語、音韻学 
H 近代中国人著作在日本印本記注／一会員、竹内好  
K 竹内好よりの通信  
B1 我を葬る〈葬我〉（朱湘）／飯塚朗訳 現代詩 
K 会報 後記（豊田） 研究会略規  
 
第四三号 1938 年 10 月 1 日 （松枝茂夫） 10P 中国文学研究会 
H 伽婢子命題考／一会員 『御伽婢子』、翻案、命題 
F 北京行／飯塚朗 北京 
H 詩経国訳に就いて／竹内照夫 『詩経』、歌謡、翻訳 
D 読唐詩瑣談補記／豊田穣 唐詩 
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D 日本雑詠／沙起雲 竹枝詩 
K 会報 後記（豊田） 研究会略規   
 
第四四号 1938 年 11 月 1 日 （松枝茂夫） 12P 中国文学研究会 
F 土民の顔／武田泰淳 土民、東洋文化 
A 郭沫若と郁達夫の印象／古谷綱武 郭沫若、郁達夫 
I パール・バックの支那／岡崎俊夫 パール・バック、西洋人の支那観 
D 道情について／沢田瑞穂 道情、演芸 
F 北京の輩に寄するの詩／武田泰淳 同人批判 
K 北京文化消息／神谷正男 北京大学校長、外国語学校 
K 会報 後記（松枝） 研究会略規  
 
第四五号 1938 年 12 月 1 日 （松枝茂夫、神谷） 12P 中国文学研究会 
B1 中国文学史研究の三段階（鄒同礽）／岡本武彦訳 文学史研究法 
B1 誰か知る（徐志摩）／飯塚朗訳 新詩 
C2.I 倭漢洋管子書目／岩村忍 『管子』、日本、中国、西洋 





K 会報 後記（神谷） 研究会略規  
 
第四六号 1939 年 1 月 1 日 （松枝茂夫） 10P 中国文学研究会 
B1 初夜（蕭軍）／猪俣庄八訳 兵隊、憲兵 
F 北京雑記／実藤恵秀 北平図書館、『後不如帰』 
C1 うめぐさ漫談／松枝茂夫 漢文訓読批判 
K 会報 後記（松枝） 研究会略規  
 
第四七号 1939 年 2 月 1 日 （松枝茂夫） 10P 中国文学研究会 
C2 中国における文化運動の史的段階／神谷正男 文化運動史 
A 現代支那の知識階級／源衣水 知識階級、支那事変 













第四八号 1939 年 3 月 1 日 （松枝茂夫、岡崎俊夫） 10P 中国文学研究会 
A 幻想の魯迅と中国／野村正男 魯迅、中国観 
B1 村人の春（老向）／岡崎俊夫訳・解説 実験区、農村 




K 会報 後記（岡崎） 研究会略規  
 
第四九号 1939 年 4 月 1 日 （松枝茂夫、岡崎俊夫） 12P 中国文学研究会 
A,D 伝統と創造／飯村聯東 文学、反逆的精神 
A 冰心の脆弱性／飯塚朗 冰心、閨秀作家 
D 洛陽才子他郷老―詞人韋荘のことども／岡崎俊夫 唐代、詞 
E 憎まれ口／小野忍 誤訳、翻訳法 
B1 我が夢、我が青春（郁達夫）／岡崎俊夫訳・解説 郁達夫、自叙伝 
K 会報 後記（岡崎） 研究会略規  
 
第五〇号 1939 年 5 月 1 日 （松枝茂夫） 10P 中国文学研究会 
A 作家論／梅村良之 政治性、文学性、リアリズム、ヒュマニズム 
D 美しき古書／武田泰淳 古書、書評 





K 文化消息 作家群、近状、文学創造性 
K 会報 後記（飯村） 研究会略規  
 
第五一号 1939 年 6 月 1 日 （松枝茂夫） 14P 中国文学研究会 




B1 古代英雄の石像（葉紹鈞）／猪俣庄八訳・解説 童話 
I 支那印刷術の西漸と波斯／岩村忍 印刷術 
H 閒情訳詞抄／沢田瑞穂 古今体詩、翻訳 
K 文化消息 『朔風』 
K 会報 後記（飯村） 研究会略規  
 
第五二号 1939 年 7 月 1 日 （松枝茂夫、猪俣） 16P 中国文学研究会 










K 会報 後記（猪俣） 研究会略規  
 
第五三号 1939 年 8 月 1 日 （松枝茂夫、小野） 10P 中国文学研究会 
A 林語堂雑感／竹内照夫 林語堂、幽黙 
B1 荒村（蓬子）／小山正孝 新詩 
B2 弓の名人譚（列子）／猪俣庄八訳・解説 『列子』、人間性 
F 満州の本屋／実藤恵秀 満州、本屋、紀行 
E 支那の新語について／曹欽源 中国語、言葉、新語 
A 上海文壇の現状／神谷正男訳 上海、左翼文学 
K 会報 後記（小野） 研究会略規  
 
第五四号 1939 年 9 月 1 日 （松枝茂夫、猪俣） 10P 中国文学研究会 
B1 離郷の前夜（呉組緗）／梅村良之訳 平民文学、封建制度を抵抗する婦人 
A My old 沈先生／山本三八 新詩、茅盾 
B1 童年（李健吾）／金坂博訳 児童文学 
D,H 「慶長見聞集」と「売油郎独占花魁」／石崎又造 「慶長見聞集」、三言、説話伝承 
B1 五四文学運動の歴史的意義（郁達夫）／猪俣庄八訳 五四運動 
A 李健吾の「十三年」／金坂博 戦争、上海、文化回復運動 




第五五号 1939 年 10 月 1 日 （松枝茂夫、小野） 14P 中国文学研究会 
I 文化民族としての支那民族／土方定一  
I アメリカ支那学瞥見その他／岩村忍 アメリカ支那学、考古、古書 
I,E 支那語読方ノ改良ヲ望ム／ビー・エチ・チャンブレン 漢文訓読法 
F 訪書談義／実藤恵秀 中国、本屋街 




K 会報 後記（小野） 研究会略規 広告（伊藤書店）  
 
第五六号 1939 年 11 月 1 日 （松枝茂夫） 12P 中国文学研究会 
A 臧克家と卞之琳／武田泰淳 臧克家、農民文学、卞之琳、知性派 
A 欧陽山走り書き／山本三八 欧陽山、作品特徴、平民文学（下級階層） 
A,D 新文学家と旧文学研究／近藤春雄 旧文学研究、鄭振鐸、顧頡剛 
C2,H メモ四つ／幼方直吉 文学・歴史研究、梁啓超、東洋思想、『海上述林』 
K 会報 後記（小野） 研究会略規 広告（伊藤書店）  
 
第五七号 1939 年 12 月 1 日 （松枝茂夫） 16P 
D 文人の芸術／目加田誠 詩、小説劇曲、宋、元、明 
F 北京から見た南方／実藤恵秀 北京、南方地方、比較、紀行 
F 二年間（黙することの難ければ）／竹内好 日記抄録 
K 後記（竹内） 研究会略規  
 
第五八号 1940 年 1 月 1 日 （松枝茂夫） 16P 中国文学研究会 
B1 手（蕭紅）／長野賢訳・解説 平民文学 
F 支那文化に関する手紙／武田泰淳 戦争、文化壊滅、中国観 
K 会報 後記（竹内） 広告（伊藤書店）  
 
第五九号 1940 年 2 月 1 日 （松枝茂夫） 16P 中国文学研究会 
B1 雞（郭沫若）／吉村永吉訳・解説 自伝、（在日朝鮮人の部分省略） 
F 杭州の春のこと／武田泰淳 杭州、土民の顔 
F 朝陽門無事入城／実藤恵秀 北京、紀行 
E 古書を読む／曹欽源 南方音、古書朗読 
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D 目加田さんの文章／竹内好 「文人の芸術」批判 
A,C2 読書雑感／豊田穣 戦時下学術文化界、支那文学史研究法 






第六十号 1940 年 4 月 1 日 （竹内好） 48P 生活社出版 
A 周作人―伝記的素描―／松枝茂夫 周作人、日本観、魯迅、比較論 
B1 娘の見た林語堂／小野忍訳 林語堂像、三人娘、日記 
A 林語堂「支那に於ける言論の発達」評／佐倉井正一 林語堂、民論、ジャーナリズム 
D 弁駁／目加田誠 「目加田さんの文章」の回答 
D 返答／竹内好 「弁駁」の回答 




K 後記（竹内） 広告（生活社）  
 
第六十一号〔蔡元培特輯〕 1940 年 5 月 1 日 （竹内好） 48P 生活社出版 





A 蔡元培の文化的側面／神谷正男  蔡元培、伝記、教養の養成史 




J 同人綴方浜松紀行／竹内好・武田泰淳・吉村永吉 浜松紀行 
K 後記（竹内） 第六十号正誤表 広告（生活社）  
 





D 聊斎志異の狐達／高林静夫 『聊斎志異』、狐説話、勧善懲悪精神、反逆文学 
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A 雑書雑談（二）／増田渉 現代社会、支那留学生 
A,C,I 新書解題の一・西北旅行記の中から／小野忍 西北、新疆、紀行 
K 「周作人―伝記的素描」補記／松枝茂夫 訂正事項 
K 文化消息 『中国版画史』 
K 後記 第六十―六十一号正誤表 広告（生活社）  
 
第六十三号〔辞典特集〕 1940 年 7 月 1 日 （竹内好） 48P 生活社出版 
H われわれのアンシクロペディ／羽仁五郎 『言海』、福沢諭吉 
E 支那語の辞典／曹欽源 国語問題、辞典、音韻学 





E 支那語の表記法／魚返善雄 表記種類、ローマ字 
E 書評「支那語発音四声速習表」／竹内好 音韻学、教科書 
K 文化消息 羅振玉逝去、『学術』、中国文法討論 
K 後記 第六十二号正誤表 広告（生活社）  
 















K 文化消息 重慶政府の文化政策、昨年の上海文芸界 
J 短訊／千田九一・土居治・松枝茂夫 会員消息 
K 後記 広告（生活社）  
 
第六十五号 1940 年 9 月 1 日 （竹内好） 48P 生活社出版 
B1 賽金花口述・一（劉半農、商鴻逵）／竹内好訳・解説 賽金花、伝記 
H 平林寺と黄遵憲の詩碑／実藤恵秀 黄遵憲、日本研究、紀行 
B2 老残遊記〔第二、三回〕（劉鉄雲）／岡崎俊夫訳 劉鉄雲、『老残遊記』、翻訳 
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H 日本華僑の今昔／千万生 華僑史 
K 後記 第六十三―四号正誤表 広告（生活社）  
 
第六十六号 1940 年 11 月 1 日 （竹内好） 48P 生活社出版 
B1 没落（黎錦明）／飯塚朗訳・解説 『小説月刊』№7、創作専号 





B1 賽金花口述・二／竹内好訳 賽金花、伝記 









K 後記 広告（生活社）  
 
第六十七号 1940 年 12 月 1 日 （竹内好） 48P 生活社出版 
B2 老残遊記〔第五・六回〕（劉鉄雲）／岡崎俊夫訳 第七回以降の梗概付 
I 安南文学の一例として見たる伝奇漫録／奥野信太郎 『伝奇漫録』、ベトナム漢文古典文学 
A 馮友蘭の「新理学」に就いて／竹内照夫 哲学、馮友蘭、『新理学』                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  
B1 義和団の乱〔賽金花口述・三〕／竹内好訳 賽金花、自伝、義和団 










K 後記 第六十五―六号正誤表 広告（生活社）  
 
第六十八号〔アメリカと中国特輯〕 1941 年 1 月 1 日 （竹内好） 76P 生活社出版 






I 支那文学とアメリカ／増田渉 胡適、支那人アメリカ留学生 








I アメリカ映画と支那／辻久一 比較、アメリカ映画受容、支那民族心理 
I アメリカの支那語研究／魚返善雄 両国関係、アメリカ人の支那語学研究史 
I ホバアトの「陽と陰」／山崎慶一 Alice Tisdale Hobart、アメリカ人支那観 
B1 E 女子の柳／武田泰淳 胡適、アメリカ人支那観 
A 漫画 ハリウッド水滸伝人物選（汪子美） 解説付 
A 雑誌『現代』の現代アメリカ文学特輯号 中国雑誌、内容紹介 
I 中国関係アメリカ名人録／編輯部  
K 「中国文学叢書」刊行予告  
K 表紙解説 出典 
K 後記 広告（生活社）  
 
第六十九号 1941 年 2 月 1 日 （竹内好） 48P 生活社出版 
I 仏国極東学院のことども／松本信広 フランス、法国遠東博古学院紹介 








E 翻訳時評・一／竹内好 翻訳現状、歴史、翻訳法 
A 梅蘭芳遊美記の馬鹿馬鹿しきこと／武田泰淳 『梅蘭芳遊美記』、斎如云、異文化接触、書評 
D 兪宗海を聴く／奥村伊九良 兪宗海、昆曲 
H 西園寺公と漢籍／文求堂主人 漢籍 
A,E 魚返善雄編著「大陸の言語と文学」／竹内好 言語学、文学論、翻訳論、書評 
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K 後記（岡崎） 広告（生活社）  
 









I アメリカの支那学／吉川幸次郎 アメリカ支那学者、印象記 
F 中日学院・北京大学／尾坂徳司 中国留学自叙伝 
F 北京日記抄／千田九一 北京日記 
B1 林琴南先生（蘇雪林）／編輯部訳 林紓、伝記 
A 孔子の映画 「孔夫子」、民華影業公司作品、写真集 
E 翻訳時評・二／竹内好 各翻訳者の批評、松枝茂夫、吉川幸次郎ほか 
K 文化消息 洪深、張聞天死去、グラネ逝去 






第七十一号 1941 年 4 月 1 日 （竹内好） 48P 生活社出版 
D 日本雑事詩・一／実藤恵秀 黄遵憲、版本、内容 
E 支那語教育について／倉石武四郎 支那語、漢文、注音符号、漢字 





E 翻訳時評・一／魚返善雄 質の低さ、訳者の資格、受容的な訳者と適合的な訳者 
B1 今後の文芸界の二つのこと（茅盾）／編輯部訳 青年文芸工作者、文芸網の織り成し 
A 書評「支那人の精神」／岡崎俊夫 辜鴻銘”Spirit of the Chinese People”、支那人観 
K 文化消息 冰心逝く 
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K 後記 第七十号正誤表 広告（生活社）  
 
第七十二号 1941 年 5 月 1 日 （竹内好） 48P 生活社出版 
I グラネについて／野原四郎 マルセル・グラネ、西洋の支那宗教研究 
F 大衆の体臭／飯塚朗 支那大衆、支那観 
B2 日本雑事詩（黄遵憲）・二／実藤恵秀訳 翻訳、訳注 
D 崑曲覚書／辻久一 崑曲、俳優 
E 翻訳時評（二）／魚返善雄 直訳と意訳、原文と訳文の対照、大正期翻訳 
E 翻訳論の問題／吉川幸次郎、竹内好 書簡、翻訳論論争 




K 後記 広告（生活社）  
 










E 支那学の世界／竹内好 支那学の存続問題 
E 記号の問題／魚返善雄 注音符号、音韻学 
B2 日本雑事詩（三）／実藤恵秀 翻訳、訳注 
I 「西太后に侍して」の著者／田中克己 徳菱（齢）、作者経歴 
H 山西開発展を観る／武田泰淳 山西開発展覧会 
A 小田嶽夫「魯迅伝」／武田泰淳 書評、魯迅、支那観 




K 後記（竹内、斉藤） 正誤表（一） 広告（生活社）  
 
第七十四号 1941 年 7 月 1 日 （竹内好、齋藤秋男） 49P 生活社出版 
I トレチャコフと「鄧惜華」／一条重美 鄧惜華略歴、創作経緯 






E 支那語学と云ふもの／永島栄一郎 国語国字問題 
A 悔恨／岡崎俊夫 支那現代文学 
I 「康熙帝伝」 書評、異邦の皇帝、被征服民族 
D 初期の雑誌いろいろ 清末民初雑誌写真 
D 中国雑誌年表（1）／実藤恵秀・斉藤秋男 1896 年～1912 年 
K 後記（竹内、斉藤） 広告（生活社）  
 
第七十五号〔創作特集〕 1941 年 8 月 1 日 （竹内好、齋藤秋男） 49P 生活社出版 
G 合歓の花／飯塚朗 北京の日本人学者、小説 
G 女ふたり／岡崎俊夫 親日、抗日、小説 
G 黒い紗の女／長野賢 北京、税務調査、小説 
G 支那もの界隈／小田嶽夫 支那取材、支那題材小説の創作経緯 
J 会へ行く路／武田泰淳 研究会、同人に関する感想 
* 九州一週の記（吉村迂齋のあとを尋ねて）／吉村永吉 日記、九州紀行 
K 後記（斉藤）  
 
第七十六号 1941 年 9 月 1 日 （竹内好、齋藤秋男） 49P 生活社出版 









F 訪燕襍記／薄井恭一 北京風景、紀行 
D 岡本武徳氏訳「官場現形記」（第一冊）／岡崎俊夫 李伯元、「官場現形記」書評 











第七十七号〔民国三十年記念特輯〕 1941 年 10 月 1 日 （竹内好、齋藤秋男） 96P 生活社出版 











E 国語運動の三十年／曹欽源 音韻、基本漢字、簡体字、注音漢字、国語大衆化 
A 民国以来の商務印書館／実藤恵秀 商務印書館歴史、事業、出版情況 












H 中国辛亥革命に対する我国の輿論／吉川尚 辛亥革命、日本新聞報道の写し 
K 清華の三十年／編輯部 清華大学略史、事業 






第七十八号 1941 年 11 月 1 日 （竹内好、齋藤秋男） 48P 生活社出版 













F 北平・北京追想／梅沢康夫 北京の学生たち、中国インテリ、戦時下の北京 
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D,F 京劇回顧／太田七郎 京劇、俳優 
E 支那語の教科書について／竹内好 会話教科書、教科書統制 
A 小野勝年訳「北京年中行事」／竹内好 敦崇『燕京歳時記』訳本の書評 
D 邑楽慎一訳「子不語」／岡崎俊夫 袁枚『子不語』訳本の書評 







K 後記（斉藤） 広告（生活社）  
 
第七十九号 1941 年 12 月 1 日 （竹内好、齋藤秋男） 48P 生活社 
B1 黄昏より（落華生）／千田九一訳 落華生、「黄昏後」、翻訳 
D,I 
「洪秀全の幻影」について／青木富太郎 叛乱研究、太平天国、“The Visions of Hung-Siu-Tshuen 
and Origin of the Kwan-si Insurrection”（原題）、創作動
機、漢訳本 
E 翻訳雑感／岩村忍 学術書の翻訳 
E 翻訳時評（三）／吉川幸次郎 粗枝大葉主義批判、言語に対する洞察力 
F 続訪燕襍記／豊田穣 北京、資料調査、学者訪問、日支学術比較 









H 実藤恵秀「近代日支文化論」／岡崎俊夫 対支文化工作基礎論、留日学生教育論 
K 文化消息 国立編訳館の現業、西南聯大復旧 
K 通信 読者たより 
K 後記（斉藤） 正誤表（三） 広告（生活社）  
 
第八〇号〔現代中国と日本作家特輯〕 1942 年 1 月 1 日 （竹内好、齋藤秋男） 49P 生活社出版 
 大東亜戦争と吾等の決意（宣言）／竹内好 大東亜戦争、東亜解放、巻頭言 
 現代中国と日本作家（以下 4件） 
H 支那を描くといふこと／酒井森之介 対支認識、近代日本作家の支那観（3 種） 
H 支那と事変／千田九一 文学作品の支那像 
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I 奥地支那の大学（ディーン）／編輯部訳 戦時下の支那高等教育、国民党政府の教育統制 




H 青木正児「江南春」／竹内好 支那学者に対する新認識 
K 通信／柳田泉、新垣淑明 読者たより 





K 文化消息 韶関の文化施設、華文雑誌「東光」 
K 後記（斉藤） 広告（生活社）  
 











G 玉璜伝（創作）／武田泰淳 小説 
A 周作人について／吉田敏幸 書簡 
H 「支那民俗誌」の焼失／竹内好 永尾龍造 
K 文化消息 曹禺「北京人」、武漢青年劇団、陳大悲の紙芝居 
K 後記（竹内）  
 
第八十二号〔南方と中国文学特輯〕 1942 年 3 月 1 日 （竹内好） 44P 生活社出版 
B1 商人の妻（落華生）／千田九一訳 「商人婦」翻訳 








D 「乗槎筆記」の星嘉坡 斌椿、木版画 
K 南方地名漢英対照表 東南アジア地名 
 南方関係支那文献解説（一）／編輯部（以下 5件） 
D  呉広霈「南行日記」／武田泰淳 印度視察記（1881 年） 
A  「民俗」檳榔専号／武田泰淳 ビンロウの歴史 
D  王昶「征緬紀聞」／武田泰淳 戦争報告（1769 年、ビルマを攻めた） 
A  落華生「綴網労蛛」／千田九一 創作集、南方（南洋）を書いた支那の小説 
A  艾蕪「漂泊雑記」／岡崎俊夫 西南辺境紀行 
K 後記の詩（武田）  






第八十三号〔日本と支那語特輯〕*四、五月合併号 1942 年 5 月 1 日 （竹内好） 89P 生活社出版 
E 支那語界・回顧と展望／魚返善雄 支那語の日本受容、支那語学に関する理解 





















E 伊沢修二のこと／竹内好 略歴、吃音矯正法の発明と実践、支那語音表記符号 













A 書評：新民印書館編纂「北京案内記」／実藤恵秀 内容紹介（観光篇、案内篇、生活篇） 
K 執筆者紹介  
K 後記（実藤）、広告（生活社）  
 
第八十四号〔中国文芸の精神特輯〕 1942 年 6 月 1 日 （竹内好） 33P 生活社出版 











A 支那の星／須田禎一 近代新詩における星、星座との対照 
E 想ひつきしまま／奥平定世 支那語勉強法の批判（注音符号） 
K 文化消息 上海映画界の転換 
K 後記（竹内）  
 
第八十五号〔新文化の建設特輯〕 1942 年 7 月 1 日 （竹内好） 29P 生活社出版 
H 漫談二題／内山完造 日本と支那の城、支那の食人論への指摘 




H 対支文化工作について／梅沢康夫 見世物文化の現代支那、文化浸透 












K 訂正／周作人 徐祖正との関係の訂正 
K 後記（竹内） 広告（生活社）  
 
第八十六号 1942 年 8 月 1 日 （竹内好） 29P 生活社出版 
F,G 公寓／小森政治 北京生活、日本人の中国観 
D 定本日本雑事詩について／豊田穣、実藤恵秀 定本『日本雑事詩』の由来 
F 旅日記抄・二／竹内好 太原、開封、杭州 
K 後記（竹内） 会告 広告（生活社）  
 
第八十七号 1942 年 9 月 1 日 （竹内好） 33P 生活社出版 




F 旅日記抄・三／竹内好 上海の民家、上海の都会的性格 
K 新刊摘録  
K 後記（竹内） 会告 広告（生活社）  
 
第八十八号 1942 年 10 月 1 日 （竹内好） 32P 生活社出版 
A 現代支那文化襍感／矢野安房 五四運動、郷村建設運動、新生活運動など 
B2 思痛記・二（李小池）／松枝茂夫訳 『思痛記』、太平天国、戦争文学、翻訳 
A 啼笑因縁の梗概／飯塚朗 啼笑因縁、あらすじ 
F 通信／齋藤秋男 現地報告 
K 後記（竹内） 会告 広告（生活社）  
 
第八十九号 1942 年 11 月 1 日 （竹内好） 25P 生活社出版 
I 「北京籠城」について／清見陸郎 義和団事変に関する外国語文献、戦争文学 
B2 思痛記・三（李小池）／松枝茂夫訳 『思痛記』、太平天国、戦争文学、翻訳 
F 旅日記抄・四／竹内好              「齋藤茂吉ノート」 
J 大東亜文学者大会について／竹内好 大東亜文学者大会への援助を拒否した理由 
K 後記（竹内） 広告（生活社）  
 
第九十号 1942 年 12 月 1 日 （竹内好） 17P 生活社出版 





K 後記（竹内）  
 






B2 思痛記・四（李小池）／松枝茂夫訳 『思痛記』、太平天国、戦争文学、翻訳 
D,E 「好逑伝」の翻訳を読みて／豊田穣 「好逑伝」（佐藤春夫訳）の誤訳 
K 後記（竹内） 広告（生活社）  
 
第九十二号〔終刊号〕 1943 年 3 月 1 日 （竹内好） 64P 生活社出版 





F 北京行状記／岡崎俊夫 北京風景、人力車、支那服、白薯 
J 無題／実藤恵秀 会に関する回想 




H 蘇州日記を読んで／豊田穣 高倉正三、蘇州見聞、書評 
J 長泉院の夜―中国文学の廃刊に寄せて―／千田九一 廃刊原因 
J 中国文学の廃刊と私／竹内好 廃刊原因の説明 
J 通信／松枝茂夫 廃刊支持の意 
J 中国文学の廃刊について 廃刊声明 
J 中国文学（中国文学月報）総目次  


















『中国文学月報』、『中国文学』〔全 92 号、復刻〕（汲古書院、1971） 
 
犬養毅「支那保全と東亜」（『朝鮮公論』1 巻 9 号、1913） 




吉田茂「漢学の殻を出でよ」（『斯文』第 15 編第 4 号、斯文会、1933） 
塩谷温「非常時と漢学」（『斯文』第 15 編第 9 号、斯文会、1933） 
島田和夫「同志徳永の理論的誤謬について」（『プロレタリア文学』1933.10） 
宮本百合子「社会主義リアリズムの問題について」（『文化集団』1 巻 6 号、1933.11） 
広田弘毅「日本外交の基礎」（『中央公論』第 49 巻第 1 号、1934） 
柳沢健「周・徐両先生を迎へて」（『支那』25 巻 9 号、東亜同文会、1934.9） 
村田修子「来朝中の中国女流作家謝冰瑩女史を囲んで」（『婦人文藝』、新知社、1935.1） 
諸橋轍次「国学としての漢学」（『斯文』第 17 篇第 3 号、斯文会、1935） 
塩谷温「我が国体と漢文」（『斯文』第 19 編第 9 号、斯文会、1937） 
宇野哲人「儒教の現代的意義」（『斯文』第 19 篇第 6 号、斯文会、1937） 
坂井喚三「日本主義と漢学」（『斯文』第 19 篇第 6 号、斯文会、1937） 







尾崎秀樹「魯迅的思考・竹内好」（『日本』8 巻 2 号、講談社、1965.2） 
「増田渉教授略歴（自記による）」（『人文研究』第 19 巻第 10 号、大阪市立大学文学部、1968） 
鹿地亘「竹内好の文学思想――魯迅論をめぐって」（『民主文学』28 号、日本民主主義文学
会、1968.3） 
駒田信二「『中国文学研究会』で」（『文学界』30 巻 12 号、文藝春秋社、1976.12） 
増田渉「思い出すこと」（関忠果など編『雑誌『改造』の四十年』、光和堂、1977） 
松枝茂夫「増田渉さんの思い出あれこれ」（『文学』45 巻 5 号、岩波書店、1977.5） 
堀田善衛「彼岸西風――武田泰淳と中国」（『世界』379、岩波書店、1977.6） 
宇野精一「戦前・戦中・戦後の時期――漢学会から東京支那学会へ――」（『中哲文学会報』
第 3 号、東大中哲文學會、1978） 





尾崎秀樹「大東亜文学者大会について」（『文学』29 巻 5 号、岩波書店、1961.5） 
安田武「武田泰淳の文学とひとつの謎――その戦争体験について 1」（『文学』29 巻 12 号、
岩波書店、1961.12） 










38 巻 14 号、至文堂、1973.11） 
幼方直吉「北京・上海における竹内好の生活とその意味」（『思想の科学』第 6 次 91、1978.5） 
竹内実「武田泰淳の中国体験」（『国文学解釈と教材の研究』第 25 巻第 7 号、学燈社、1980.6） 
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2 p8,上から3行目 作家が数多く → 作家を数多く
3 p10,注23 中国文学研究会の「抵抗」について： → 中国文学研究会の「抵抗」について、
4 p18,注45 を参考した。 → を参考にした。
5 p20,注55 当時の諸学者の研究活動について、 → 当時の諸学者の研究活動については、
6 p21,上から18行目 向けてなかった。 → 向けていなかった。
7 p23,注68 短編小説を多数収録されている。 → 短編小説が多数収録されている。
8 p30,上から15行目 東大支那哲学支那文 → 東大文学部
9 p32,上から12行目 ジャーナリズムに近きながら → ジャーナリズムに接近しながら
10 p37,上から19行目 対中文化政策を言及した → 対中文化政策に言及した
11 p40,下から4行目 中文研にが唯一であった。 → 中文研が唯一であった。
12 p46,上から15行目 表8を参照する。 → 表8を参照されたい。
13 p46,注115 早稲田高等学院に教鞭をとっていた。 → 早稲田高等学院で教鞭をとっていた。
14 p49,上から4行目 改造社を入社してから、 → 改造社に入社してから、
15 p49,上から7行目 証言が残られている。 → 証言が残されている。
16 p50,下から1行目 できたことのである。 → できたのである。
17 p54,上から13行目 北伐を参加した → 北伐に参加した
18 p54,上から16行目 文壇に一躍脚光を浴びる。 → 文壇で一躍脚光を浴びる。
19 p54,上から17行目 「九・一八」事変を抗議して → 「九・一八」事変に抗議して
20 p54,下から4行目 翌年の『婦女文芸』 → 翌年の『婦人文藝』
21 p64,下から6行目 綿密的に描写する → 綿密に描写する
22 p65,上から9行目 米の畑 → 田んぼ
23 p68,上から9行目 言わせざるを得ない。 → 言わざるを得ない。
24 p74,正文上から1行目 漢学批判を盛んに行われた。 → 漢学批判を盛んに行った。
25 p74,正文上から14行目 多面性が呈している → 多面性を呈している
26 p74,正文上から15行目 漢学の持ち広義的意味 → 漢学の持つ広義的意味
27 p76,注183 挙げらえる。 → 挙げられる。
28 p77,下から7行目 もよとり → もとより
29 p78,下から11行目 文庫本なと → 文庫本など
30 p80,下から10行目 僧侶である父親に → 僧侶である父親が
31 p87,上から12行目 番号は筆者より → 下線番号は筆者による
32 p89,上から11行目 溥儀が日本はじめてきた時 → 溥儀が日本にはじめてきた時
33 p92,表11題目上から2行目 略歴を以下の通りである。 → 略歴は以下の通りである。







36 p128,注293 支那哲学科から卒業し、 → 支那哲学科卒業し、
37 p129,上から7行目 「翻訳時評」の初回目 → 「翻訳時評」の一回目
38 p131,上から5行目 動揺しはじめ → 動揺させはじめ
39 p131,上から10行目 初回目 → 一回目




41 p140,上から15行目 無力感が免じられず、 → 無力感が免れなくなり、
42 p140,下から9行目 崩れていく様子が見せた。 → 崩れていく様子を見せた。
43 p159,下から14行目 中にも → 中でも
＊なお、本論中で敬称の不統一が見られた。お詫びして訂正願いたい。
2 ページ
